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特　集 最先端技術を探せ！ 〜長距離推進への道のり〜

回想1
　1967年（昭和42年）推進工法に出
会った筆者としては現在の1,000m、
1,500mと言う推進の距離について
当時は｢夢の中の夢｣の様な距離感で
想像もできなかったものです。当時
20〜30mの道路横断、鉄道横断が主
体で50mも推進しようものなら「長
いなー」と溜息が出るような感覚を
持っていました、しかし1970年頃よ
り下水道に採用されだし推進距離は
100m、200mと急激に伸び出したこ

とが思い出されます、当時建設省（現
国土交通省）からは推進業界に何とか
500mの推進ができる技術開発を要望
されていたことが記憶に鮮明に残って
おります。このことはシールド工事に
おいて500m以下の距離を施工するこ
とは非常に工事コストが不経済である
ことより出てきたものです。
　CMT工法で500mをクリアできた
のは1994年に1000mmで523mを
岐阜市で推進したことが始まりです。
そして5年後には1100mmで1,006m
さらに8年後には1000mmで1,447m

の推進を実施できるようになりました。

なぜ長距離推進が必要か2
　ここ10年発注者が建設施工費の削
減に非常に大きなウエイトを置くよう
になり、また周辺住民に対する経済的
及び環境的影響などの「社会的コスト」
の削減にも意を用いるようになったこ
とが原因と考えられます。開削工法は
勿論ですが一般推進工事における交通
障害などを原因とする「社会的コスト」
を環境収支でカウントすると非常に大
きな数字となる事が明らかになりまし
た。これらを解消するためには可能な
限り長延長の推進施工が望ましく、施
工量も増加しております、そしてこれ
まで「シールド工法の独壇場とされて
いた1000mを超える推進延長」もか
なり実績として出てまいりました。し
かしまだまだ条件的制約が多く誰でも
ができる状況とはなっておりません
が、確実に技術の進歩は進み、現実に
は夢の工事では無くなりました。
　CMT工法において500m以上の推
進工事は26件ありますが、平成19年
以降長距離推進が増えていることが明
らかです。
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写真−1　豊橋市CMT工法　1000mm　1,447m（世界記録）
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長距離推進計画3
　長距離推進を計画する場合様々な問
題にぶち当たります。
3.1　管径
　長距離推進における管径の選択は土
質、推進力設備、管内設備状況等によ
り決定されますが基本的には、800〜
900mmでは最大延長は500〜600m
と設定しています。このことはやはり
狭い中での作業性が最大の要因となり
ます。また地盤条件や曲線が多くなっ
たりすると中押し等の段数も増えてし
まい実質不能と言うことにもなり800
〜900mmにおける長距離計画は十分
な計画が必要となります。机上での計
画が可であっても現実の必要な設備等

の寸法において否となることもあり詳
細なる検証が必要となります。そして
一般的目安として1000mmで1,000m
これ以上の長距離計画では1200mm
程度の管径が望ましいと考えられま
す。さらに測量、保守点検、中押し、ビッ
ト交換等のことより管径は決まってま
いります。
3.2　推進力計画
　基本的には推進力計画が成り立たな
ければ長距離推進は不可能です。と
いって中押しが7段8段と必要となっ
ても事実上は無理があります。中押し
工法は下水道協会等においては使用す
る管径として1000mm以上を推奨し
ていますが、現実CMTでは800mm
より実施しています。やはり小口径に

おいての中押しでは十分な検討が必要
です。設計段階においては800〜900
の管径において中押しを承認するか否
か、これにより全ての計画が異なります。
3.3　地盤対応および地盤の急変対応
　地盤対応についてトンネル工事の基
本である推進部の土質の把握をするこ
とが全ての計画の基本となります、少
なくとも100mに一箇所のボーリング
調査資料がほしいものです。
　土質調査に基づいて推進力計画や掘
削カッタ形式等が決定されます。
　土質によってはカッタ形式も途中で
変更することが必要となることもあり
ます。つまり岩盤及び砂礫用のカッタ
と粘土用カッタとは通常異なるカッタ
形式となります。地盤に合わない型式

平成22年8月現在

年月 発注者 施工者 管径 距離
（m） 土質 障害物 曲線 工事名

H6.9.1 岐阜市 大日本土木㈱ 1000 523 砂礫 有 第308工区長森日野幹線下水道管渠布設工区

H8.10.1 桜井市 藤一建設㈱ 1000 572 砂礫 有 桜井市公共下水道　初瀬・栗殿幹線管渠築造工事8-第1工区

H11.8.1 岐阜県笠松町水道課 大日本土木㈱ 1100 1006 砂 北及汚水幹線（1工区）管渠埋設工事

H12.1.1 山梨県釜無川流域下水道事務所 早野組・井尻工業・望月組土木J.V 1100
（1010） 542 玉石混じり

砂礫 釜無川流域下水道・釜無川2号幹線　八田村野牛島地内推進6工区下水道工事

H14.4.1 大津市河川下水道事務所 ㈱昭建 1100 693 砂礫・
シルト 有 里川雨水幹線管渠築造工事

H14.10.1 笠松町水道課 ㈱市川工務店 1000 697 粘土・シ
ルト・砂 木杭 有 北及汚水幹線（2工区）管渠埋設工事

H15.6.1 北九州市水道局 日特建設㈱ 1350 764 風化花崗岩 RC杭 有 東西連絡管φ1100敷設推進工事（14-2工区）

H15.9.1 さいたま県土整備事業所 中原建設㈱ 1000 824 砂・シルト 有 河川環境整備工事（芝川取水施設導水管工）

H16.2.1 愛知県知立建設事務所 石橋建設興業㈱ 800 557 砂 有 衣浦東部流域下水道事業管きょ敷設工事（六軒工区）

H16.4.1 佐世保市水道局下水道建設課 東工営・ダイヤ共同企業体 900
（800特厚） 525 砂岩 有 権常寺幹線管渠布設

H17.4.1 春日井市 土屋・丸彦渡辺特定建設工事共同企業体 900 572 砂礫 有 公共下水道　篠木汚水6号幹線［第1工区］築造工事

H18.1.1 岐阜県西濃地域大垣農山村整備事務所 土屋・岐建特定建設工事共同企業体 1500
ホーバス 995 砂礫 有 か第1号　県営かんがお排水事業　宇留生地区　宇留生用水第9号工事

H19.2.1 滋賀県企業庁 ㈱三東工業社 900 500 砂礫 有 平成18年度第163号　南部上水拡張工事安養寺・池田本町工区緊急連絡管工事

H19.2.1 甲賀市 西武建設㈱ 1000 572 花崗岩 有 平成18年度第163号　牧勅旨地区管渠築造工事

H19.5.1 豊橋市上下水道局 鉄建建設㈱ 1000 1447 砂礫 有 公共下水道築造工事（3工区）

H19.6.1 東広島市下水道部下水道建設課 機動・明成特定建設工事共同企業体 800 550 花崗岩 有 八本松1・3号汚水幹線建設工事（東18・19-1）

H19.9.1 滋賀県企業庁 ㈱三東工業社 1100 667 砂礫 有 南部浄水拡張工事　若宮馬渕工区緊急連絡管工事

H19.10.1 徳島県 ㈱姫野組 1100 553 シルト 有 H19鳴土　鳴門松茂幹線松茂北工区

H20.5.1 徳島県 高原建設㈱ 1100 655 シルト 有 H18鳴土　鳴門松茂幹線松茂北工区（1）

H20.5.2 いわき市 ガイアートTK・東部産業JV 1000 673
638 砂 流木 有 公共下水道平汚水専用幹線築造工事

H20.5.3 いわき市 ガイアートTK・東部産業JV 1100 655 砂 流木 有 公共下水道平汚水専用幹線築造工事

H20.12.1 国際石油開発帝石
㈱住友金属パイプエンジ㈱ 清水建設㈱ 1350 720 泥岩 可燃性

ガス 帝国石油新青梅ライン建設工事（A工区）

H21.9.1 高知市下水道建設課 新推・啓大特定建設JV 1000 600 シルト 有 南部1号汚水幹線管渠築造工事その2

H21.10.1 神戸市建設局 銭高・窪田特定建設工事 1650 764 凝灰質岩 有 垂水処理場本場・東拡張連絡管

H22.3.1 岡山県南部水道事業団 清水・三宅建設工事JV 1350 1017 細砂玉石 有 福井地内2号送水本管布設替工事

H22.3.1 福山市建設局下水道部 駅家工・丸忠特定建設 1000 673 花崗岩 有 常石汚水幹線下水道工事

表−1　全国長距離推進500m以上施工表


